
＜3/3 野田 F3L 大会＞ 競技ルールと本日の注意事項

はじめに

F3L は暫定規定が公表されていますが、未定義・曖昧なものが多く、ローカルルールで補足していく必

要があります。内容の理解もまちまちだったりしますので、参加者の理解度アップと、運営のノウハウ

の蓄積も本大会の目的の一つですので、ご協力お願いします。

競技規定はあくまでも原文をご参照ください。（SC4_Vol_F3_Radio Control Soaring Mode Aircraft 2024）

以下規定解説にローカルルールを追記します。（CD：Contest Director、FM：Field Manager）

① 使用する機体（内容省略）

機体検査はありません。バッテリ電圧以外のテレメトリ類は外すか OFF に設定してください。

② 競技方法

 競技会では、最低 4 ラウンド飛行されるものとする。5 ラウンド以上競技が可能な場合には最も低い

スコアが破棄されます（捨てラウンド）。

 競技者はフライトグループに分けられ、各フライトグループの結果は最も高い得点（素点）を 1000 点

として他の競技者は自己の得点（素点）に比例して千分率で計算される。

 「フライオフ（決勝）」のグループサイズは、「予選」グループと同じでなければならない。

 最終順位を決定するために「フライオフ」（最低 2ラウンド）を実施する。

本日はフライオフを実施しませんので、予選ラウンドの結果で終順位を決定します。

 競技者は競技中に 3 つの機体を使用することができる。競技者は競技中、いつでも機体を変更するこ

とができるが、最初に使用した機体が着陸定点から半径 15ｍ以内に着陸した場合に限る。

ラウンド中に距離を測ってから交換となってしまい時間ロスがでます。今回は「着陸エリアに着陸し

た場合のみ交換可能」とします。予備機はセーフティーエリア内境界付近に置いてください。このエ

リアに機体を持ち込んでここの場所で交換。交換できるのは選手のみ。飛行させての運搬は不可。

 競技者は最大 3 人の助手を持つことができる（曳航のサポート、機体回収、気象条件通知など）。この

なか少なくとも 1 人の助手は、選手に割り当てられたハイスタートが他の人のハイスタートの邪魔を

しないように対応する必要がある。また、ハイスタート後は割り当てられた位置※に索をすぐに戻す

必要がある。

リトリーブ担当を指定します。指定した位置にフックを設けありますのでそこまで戻してください。

パイロットに確認してリランチがないようでしたらセーフティーエリアに戻ってください。

 横風の状況では、曳航策が重ならないようにするため、ＦＭが風下側から順次発航するように指示す

る場合がある。

 主催者は、公式のスコアキーパー/タイムキーパーを利用できるようにする必要があります。そうでな

い場合は、選手の助手がタイムキーパーを行う場合がありますが、少なくとも 1 人の公式タイムキー

パーが定期的に飛行時間を確認します。3 秒を超える誤差がある競技者については、ラウンドのスコ

アをゼロ点とします。

 役員が常に着陸距離を確認します（着陸ボーナスポイント確認のために）。

セルフジャッジですので、紳士的にお願いします。



③ 飛行エリア

 曳航索は、風向に垂直なスタートラインが必要です。

横風、追風でも発航を指示することがあります。

 少なくとも各競技者のスタート地点、曳航索は 8 メートルずつ離れている必要がある。

 着陸地点は、発航地点の風下 15 メートル以上に設置する。

 着陸地点と発航地点は常にマーキング固定されていなければならない。着陸地点に取り付けられたテ

ープまたはストリングで、胴体の機首と着陸地点の間の距離を測定します。

本日は備え付けのメジャーで計測することとします。

 競技前にＣＤは着陸場内を指定します。場外に着陸した場合はそのラウンドのスコアはゼロです。

 飛行禁止エリア（別途説明）を指定します。飛行禁止エリア内に飛行機が侵入した場合に、役員の判

断で競技者に警告します。同じフライトグループ内で２回目以降に警告された競技者はフライトスコ

アがゼロとなります。

 本大会ではセーフティーエリアを設けます。セーフティーエリア内へ着陸した場合は最終スコアから

100 点減点、セーフティーエリア内で人と接触した場合は最終スコアから 300 点減点とします。

 ＣＤは、風向が大きくずれたり、追い風になったりしたときに、競技を中断し、スタートラインを移

動する権利を有します。

 継続して 8m/s 以上の風が吹いている場合は、ＣＤが競技を中断します（スタートラインの地上 2 メ

ートルの高さで測定し、8m/s 以上の風が 1 分間以上が続いた場合とします）

④ ハイスタートについて

 ハイスタートは、主催者によって同じものが提供、設置されるものとします。

 ハイスタートは、長さ 15±0.2m のゴムチューブ、100±1m の最小直径 0.7mm のナイロン製曳航ライ

ンとで構成されペナントを装着します。

 45 メートルまで延ばしたゴムチューブの張力は、40 ニュートン（4 kgf）を超えてはなりません。競

技に使用されるすべてのゴムチューブの張力のばらつきは、4 ニュートン（0,4 kgf）。45 メートルま

で延ばした場合の最小張力は 27.5 ニュートン（2.75 kgf）以下であってはなりません。

 合計 150ｍのハイスタート距離が確保できない飛行場では、主催者が曳航ラインを短くする場合があ

ります。それにともない作業時間と飛行時間を適切に短縮することもできます。

曳航ラインを６０ｍで実施します。

⑤ フライトについて

 競技者は、少なくとも 4 回の公式フライトを受ける権利があります。

 競技者は、作業時間中に何回でもアテンプトを実行することができます。

 競技者は予め、前グループの競技中に機体を持って本部前に集合、待機下さい。

 アテンプトは、競技者またはその助手が機体を手にしてハイスタートを引っ張り、リリースした時に

始まります。

リランチを希望する場合には、「リランチ！」と競技者または助手がコール（申請）し、その後、ＦＭ

が許可した時点で再発航可能とします（索の絡み防止のため）。※ＦＭは原則コール先着順に再発航を

承認します。

 複数回のアテンプトの場合、最後のフライトの結果が公式スコアになります。



⑥ 再フライトについて

 競技者は、次の場合に新しく作業時間を得る権利があります。

 飛行中または発航中の機体が、飛行中または発航中の他の機体と衝突した場合。

 他の人の曳航策が曳航後に回収されず、自分の策に重なっていて発航できない場合。

 飛行中に競技者の関知しない出来事によって飛行が妨害または中止させられた場合。

 タイムキーパーが上記妨害に気づき、できるだけ早く機体を着陸させることが必要。選手が発航また

は飛行を続けた場合、または妨害をクリアした後に再発航した場合、新しい作業時間は放棄されたと

見なします。

競技者あるいは助手からの申請を基に、ＦＭが事実確認し、着陸指示を出した場合にのみ、新たな作

業時間の設定を行います（ラウンドが終了してからの申請は認めません）

ジャッジミス、運営のトラブルがあった場合など、再フライトを設定することがあります。

⑦ 着陸

 各フライトの前に、各競技者には自分の発航地点と着陸地点が割り当てられます。正しいものを使用

するのは競技者の責任となります。

 着陸動作中はパイロットとそのヘルパーの 1 人だけが着陸地点の 10 メートル以内に入ることができ

ます。その他のヘルパーとタイムキーパーは、割り当てられた発航地点に留まるものとします。

それ以外の人はフィールドにはいってはいけません。リトリーブ担当はリトリーブが終了しリランチ

がない事を確認したらフィールドから出てください。

 着陸後は同じグループの他の競技者または模型妨害しないという条件で、競技者は作業時間が終了す

る前に模型飛行機を回収することができます。但し、着陸が記録される前に機体に触れた場合は着陸

スコアは記録されない。

 着陸後、機首が地面に突き刺さってはいけない。機首が地面に突き刺さり、機体の後部が地面から浮

き上っている場合は着陸点はゼロとなる。

この規定を適応しません。レーンによって地面の固さ、草の状態が異なり、不公平が生じる可能性が

あること、数秒後に風で倒れた場合や、先尾翼・無尾翼機のケースなどが定義されていないため。

⑧ スコアリング

 飛行時間は機体が離脱した瞬間から次のいずれかの時までが計測されます。

(ア) 模型が最初に地面に接した時、等

(イ) グループの作業時間の終了時。最大飛行時間は、9分（540 秒）の作業時間内で 6 分（360 秒）

です。もしも飛行時間が 6 分（360 秒）より長い場合、飛行時間は 6 分（360 秒）から差し引

かれます。飛行時間は秒まで計測され秒以下は切捨てされます。飛行時間スコアは飛行時間の 1 

秒ごとに 2 点で計算される。

 着陸ボーナスは、割り当てられた着陸地点からの距離に応じて以下の通り与えられます。

＜着陸点からの距離：単位ｍ＞

0.2 100 point 1.4 94 5.0 80 11.0 50

0.4 99 1.6 93 6.0 75 12.0 45

0.6 98 1.8 92 7.0 70 13.0 40

0.8 97 2.0 91 8.0 65 14.0 35

1.0 96 3.0 90 9.0 60 15.0 30

1.2 95 4.0 85 10.0 55 15 以上 0 Point



 次の場合、着陸点はゼロとなります。

a) 着陸時にモデルの機首が地面に突き刺さり、機体の後部が地面から大きく離れている場合。

（前述の通り適用しない）

b) 着陸時に部品が外れた場合。

c) 着陸後に飛行不能になっている場合。

簡単に修理できるものであっても、例えば翼端が外れたり動翼が取れたりすれば飛行不能ですので

ＮＧと判断します。ＦＭ判断とします。

d) グループの作業時間をオーバーした場合。

e) 着陸中に、競技者または助手が機体に触れた場合。

f) 公式スコアキーパーが着陸距離を測定する前に、競技者または助手が機体に触れた場合。

 次の場合、ラウンド全体（飛行と着陸）でスコアがゼロとなります。

a) 主催者が指定した場外に着陸した場合。

b) グループの作業時間を 30 秒以上オーバーしたとき。

⑨ 得点計算について

 各フライトグループ内で飛行得点（素点）が最も高い競技者には、1000 点が与えられます。そのグル

ープ内の他の競技者には飛行得点（素点）に比例して千分率で計算された得点が与えられます。

 競技の最終順位は次の通り決定されます。フライオフは実施しません

a) フライオフ進出者については、フライオフ後の順位による。

b) 残りの競技者については、予選ラウンド後の順位による。

以上。
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